


●館長が専門家委員会の委員長を務められてきた「北海道・北東北
の縄文遺跡群」が、ついにユネスコの世界文化遺産に登録されまし
た。長い道のりでしたね。
菊池：地元の住民の方々と行政の皆さんの熱意と根気、文化庁の方々

の懸命なご尽力が実を結んだものだと思います。ホッと一安心です

が、むしろこれからが一層大切です。

●今回の登録は、世界史上における縄文時代の特質が評価された点
と、地下に埋蔵されている文化財が対象となったという点が重要で
すよね。
菊池：海外の「石とレンガの文化」と違って、縄文時代遺跡の多く

は「土と木の文化」の所産と言ってもいいので、発掘してしまえば

穴だらけの姿になるのが普通です。世界遺産への登録にあたっては「完全性」と「真実性」が求められるので、

埋蔵された遺跡の背景にある意味をきちんと評価していただけるよう、関係者の皆さんが苦心しました。そ

の結果、採集・狩猟・漁撈で 1 万年もの長期間にわたり定住生活形態が存続した点と、自然環境に適応した

持続可能な生活システムが確立されていた点がきちんと評価されました。地上に露出しているものではなく、

埋蔵されている文化財の価値が評価されたということは、北海道・北東北に限らない縄文遺跡群の登録の道

が開かれたと考えることができますね。

●そういった意味でも、福島県を含む南東北の
縄文遺跡群への理解としっかりした保存もたい
せつですね。法正尻遺跡展の意義も含め、その
あたりのことをお話し願います。
菊池：今回の世界文化遺産登録では、縄文文化

が人類史上極めて重要な意義を持つと評価され

たわけですから、縄文時代像をより完全な形で

明らかにできるよう、列島全域での検討と保存と

いう動きにつながってほしいですね。その中で

も、今回の登録対象地域に接する南東北の頑張

りは特に重要になると思います。まほろんで今

年３回にわたって開催してきた法正尻遺跡展は、

1,000 年にわたる定住集落の移り変わりと特色

を明らかにしています。福島県には、このような凄い縄文時代遺跡がまだまだ眠っているのだろうと思いま

す。記録保存のための発掘調査にとどまらず、その価値をきちんと後世につなげられるような文化財の保護・

保存と活用を目指してくださるよう、福島の皆さんの活躍に大きな期待を寄せています。
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３
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３
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ま
た
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発
掘
調
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に
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き
新
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し
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遺
構
配
置
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が
る
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ざ
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。
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す
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あ
な
た
の
本
棚
に
も
、
法
正
尻
遺
跡
を
！　

語り手　まほろん館長　菊池 徹夫
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郡
山
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ら
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土
偶
（
写
真
）
は
、

平
成
13
年
７
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れ
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。
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９
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か
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れ
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６
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ほ
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っ
て
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ま
し
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●
展
示
状
況
の
確
認
を
兼
ね
て
、

ロ
ン
ド
ン
・
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な
ど
を
現
地
視

察
さ
れ
た
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う
で
す
が
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大
河
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は
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。
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月
17
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か
ら
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私
と
も
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１
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２
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英
博
物
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あ

わ
せ
て
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博
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し
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ま
し
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だ
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・
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な
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こ
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し
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現
地
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反
響
は
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う
で
し
た

か
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大
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：
国
宝
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合
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青
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１
遺
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た
け
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重
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化
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青
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な
ど
、
日
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す
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多
数
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、

「
縄
文
人
の
精
神
世
界
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信
仰
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表
現
す
る
も
の
」
と
し
て
、

ま
た
そ
の
造
形
美
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高
い
注
目

を
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め
た
よ
う
で
す
。
ま
ほ
ろ

ん
収
蔵
の
土
偶
が
、
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ー
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ッ

パ
の
人
た
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の
目
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
、
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ほ
ろ
ん
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と
っ

随時更新中！

フォロー＆チャンネル登録お待ちしています！
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大英博物館で展示中の荒小路土偶

大英博物館外柵ポスター

まほろんを出発（平成 21 年８月６日）

て
も
国
際
交
流
へ
の
大
き
な
一

歩
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
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●
最
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に
、「
北
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縄
文
遺
跡
群
」
が
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の
世
界
文
化
遺
産
に
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れ
る
な
ど
、
近
年
、
日
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縄

文
文
化
へ
の
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目
度
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ま
っ
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縄
文
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か
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。
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縄
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知
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な
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資
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で
す
。
ま
ほ
ろ
ん
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も
、

福
島
県
内
で
見
つ
か
っ
た
土
偶

が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
土
偶
の
表
情
や
ポ
ー
ズ
は

多
彩
で
す
。
縄
文
時
代
の
表
現

豊
か
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む

土
偶
を
見
比
べ
、
当
時
の
人
々

の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や
生
活
な

ど
を
想
像
し
て
み
る
の
も
面
白

い
と
思
い
ま
す
。 「THE POWER OF DOGU」

展示リーフ

　開館 20 周年記念の企画展「法正尻遺跡展３」は、10 月 16 日（土）から 12 月

19 日（日）まで「複式炉の時代－縄文集落の画期－」をテーマに開催されます。

野外展示の「縄文時代の家」は、法正尻遺跡で見つかった住居跡をモデルに復元

され、複式炉も再現されています。企画展とあわせてご覧いただければ、まるで

縄文人がそこにいるかのような錯覚を覚えるかも知れません。



　古代の拠点的な集落跡を発掘調査すると、「郡役所でも一般集落でもない遺跡」

と通称される一角が発見されることがあります。ここでは、東北地方の本格的

研究が進む契機となった郡山市正直Ｃ遺跡Ⅴ地点（図左）を紹介しましょう。

　正直 C 遺跡は、陸奥国安
あ さ か

積郡の阿武隈川支流（谷
や た

田川）の南岸に立地します。

古墳時代には手付かずだった台地奥の新規開発に伴い、周辺集落と共に８世紀

前半に出現し、９世紀末～ 10 世紀初頭まで営まれました。その中で、Ⅴ地点

は複数の一般集落（図右など）を見下ろす標高の高い位置にあり、「郡役所で

も一般集落でもない遺跡」は、ちょうど集落群全体がピークに達する８世紀後

まほろん
通信
vol.81

令和３年 10 月 13 日発行

９:30 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）

月曜日（月曜日が祝日・休日の場合にはその翌

日）/ 国民の祝日の翌日（土・日曜日に当たる

場合は開館）/年末年始（12 月 28 日～１月４日）

無料（体験学習によっては、材料費が必要な場

合があります。）

開館時間

休 館 日

入 館 料

　　

　　〒 961-0835　福島県白河市白坂一里段 86

　　☎　0248-21-0700

　　fax 0248-21-1075

　　ホームページ　

お問い合わせ

　

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る
中
で
、
開
館
20

周
年
記
念
式
典
が
規
模
を
縮
小
し
、
10
月
16

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
同
日
に
は
当
館
収
蔵
の

国
指
定
重
要
文
化
財
「
法
正
尻
遺
跡
出
土
品
」

等
を
展
示
す
る
企
画
展
の
第
３
弾
が
開
幕
、

同
遺
跡
の
図
録
も
刊
行
さ
れ
ま
す
。
ま
ほ
ろ

ん
の
20
年
と
も
に
、
縄
文
の
“
い
に
し
え
”

に
も
思
い
を
馳
せ
て
み
た
い
も
の
で
す
。

編集後記

※各講座・講演会は事前申込制です。※各講座・講演会は事前申込制です。

※新型コロナウイルス感染拡大状況等により予定が変※新型コロナウイルス感染拡大状況等により予定が変

　更となる場合があります。詳しくはお問い合わせ頂　更となる場合があります。詳しくはお問い合わせ頂

　くか、まほろんのホームページをご覧ください。　くか、まほろんのホームページをご覧ください。

半～９世紀前半に存在します。整然と掘立柱建物が並ぶ様子は「官
かん

衙
が

（役所）風」と表現するのにふさわしく、多量

の食器を保有する大型竪穴建物を構成要素に含む点は、地域開発を主導した有力者の居住施設の側面がうかがえます。

類例には須賀川市沼
ぬま

平
だいら

東
ひがし

遺跡のような小規模タイプ（図中央）もあり、居住者の階層差を反映したようです。

　古代の遺跡の性格は単純に色分けされがちですが、こうした二面性を併せ持つ遺跡の存在は、多様な地域社会を示

す点で重要です。実は、まほろんの野外展示「奈良時代の家」は、県内の類例の１つ（白河市谷
や

地
ち

前
まえ

Ｃ遺跡 27 号住居跡）

をモデルにしているので、見学の際には、このことを思い出してみてください。

文：菅原 祥夫（専門学芸員）

遺
跡
紹
介

まほろん野外展示「奈良時代の家」

福島県の官衙・集落研究にとって、大変重要な遺跡です。

一般的な集落のイメージとはかけ離れた景観に、調査当時

（平成６年）は驚きました。現在は、全国レベルの研究が

進んでいます。


